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論文内容の要旨

本論文は，光 ATM ネットワークにおける交換方式に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は次の 5 章よ

り構成されている。

第 1 章では，光 ATM スイッチング技術について概説し，本研究の位置付けを述べている。

第 2 章では，光 ATM スイッチにおける電気制御系による交換速度の制限を改善する方法について述べている o 大

容量の交換システムの実現を目標に研究が進められている光 ATM スイッチでは，電気信号で処理する制御系が交換

速度の制限要因となっている。本研究では，光 ATM 交換において上記の問題を解決するために複数のセルをまとめ

て伝送するマルチセル伝送方式を提案している o また，マルチセル化遅延時間を短縮するためにバーチャルパスセッ

トの概念、を導入した全光 ATM パックボーンネットワークの構成を示している o さらに， シミュレーションにより提

案方式の性能評価を行い，その有効性を明らかにしているo

第 3 章では，波長多重型光セルバッファを用いた光 ATM スイッチについて述べている O 光スイッチング素子の発

展と交換システムの大容量化の必要性から光 ATM スイッチが注目されているが，大容量の光セルバッファの構成が

重要な課題となっている。本研究では，現状で構成可能である光スイッチとファイパ遅延線を組み合わせた光バッファ

を波長多重型セルメモリとして用いた光 ATM スイッチを提案している。提案している ATM スイッチでは，波長多

重されていない入出力回線を交換接続するために，各出回線に対して，それぞれ異なった波長を内部的に割り当て，

可変波長変換器を用いて入回線に到着した光セルの波長を目的出回線に応じた波長に変換して，全入力回線からの光

セルを 1 つの波長多重パ y ファに入力することによってセル交換を行っている D 提案スイッチの特徴として，スイッ

チ内部のセルのルーチング情報として波長を利用することによって構造が簡単となり， 1 つの波長多重セルバッファ

をスイッチ全体で共有して出力バッファとして用いているため，パッファハードウェア量が大幅に節約できることを

示している。

第 4 章では，波長多重光 ATM ネットワークにおいて，大容量構成が可能であり，実現性の優れた光 ATM スイッ

チ構造について述べている O 波長多重光 ATM ネットワークにおいては，単一光ファイパ物理リンク上に同一目的地

への複数の波長リンクが存在し，それにより，大容量の情報伝送が可能であるo このような環境に有効である 2 段構

成の光 ATM スイッチを提案している。初段はセルを目的出力リンクへの交換動作を行う空間スイッチで構成してお

り，次段は出力リンク毎に設置されセルの波長を呼設定時に決められた波長に変換して送出する波長スイッチで構成
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している o 提案スイッチの入力セルの速度を10Gbit/s，波長多重数を32，入出力端子数を32とするスループットが

10.24Tbit/s の大容量スイッチを構成することが可能となり，また，その有効性をシミュレーションにより明らかに

している。

第 5 章では，本研究で得られた成果を総括している。

論文審査の結果の要旨

高度情報社会を支える情報通信ネットワークとして広帯域サービス総合ディジタル通信網 (B- ISDN) の構築が

強く望まれているo そのネットワークでは光ファイパ伝送方式の進歩をとり入れた光ATM ネットワークが重要な位

置を占めるようになる o 本研究は，光 ATM ネットワークにおける交換方式について新しい技術を提供するもので，

新しい方式を提案し，解析によりその有効性を実証している o

その主な成果を要約すると以下の通りであるo

(1)光ATM スイッチにおいて，電気信号で処理する制御系が交換速度の制限要因となっていることを明らかにし， こ

の問題を解決するために複数のセルをまとめて伝送するマルチセル伝送方式を提案しているo さらに，マルチセル

化遅延時間を短縮するためにバーチャルパスセットの概念を導入した全光ATM パックボーンネットワークの構成

を提案するとともに， シミュレーションによりその有効性を明らかにしている。

(2)光ATM スイッチの構成技術について，現状で構成可能である光スイッチとファイパ遅延線を組み合わせた光パッ

ファを波長多重型セルメモリとして用いた光ATM スイッチを提案している o そして， このスイッチの特徴として，

スイッチ内部のセルのルーチング情報として波長を利用することによって構造が簡単となり， 1 つの波長多重セル

バッファをスイッチ全体で共有して出力パッファとして用いているため，パッファハードウェア量が大幅に節約で

きることを示している o

(3)波長多重光ATM ネットワークにおいて，大容量構成が可能であり，実現性の優れた光ATM スイッチ構造につい

て論じ， 2 段構成の光ATM スイッチが望ましいことを提案しているo 初段はセルを目的出力リンクへの交換動作

を行う空間スイッチで構成しており，次段は出力リ U ク毎に設置されセルの波長を呼設定時に決められた波長に変

換して送出する波長スイッチで構成している o 一例として，スループットが10Tbit/s の大容量スイッチが構成可

能であることをシミュレーションによる性能評価も含めて明らかにしているo

以上のように，本論文は将来の高速マルチメディア通信を効率よく行うことのできる光ATM ネットワークにおけ

る交換方式について，新しい方式提案ならびにその評価を行い，新しいネットワーク構築に向けての基礎的知見を与

えており，通信工学ならびに通信網工学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値ある

ものと認める。
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